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の
か
。

多
田
公
園
住
宅
係
長　
維
持
管
理

業
務
は
、
各
公
園
の
清
掃
業
務
。

今
ま
で
役
務
費
で
見
て
い
た
草

刈
り
業
務
を
委
託
料
と
し
た
こ

と
で
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
山
村
広
場
ス
テ
ー
ジ
補
修

事
業
は
傷
ん
だ
木
や
さ
び
た
鉄

骨
の
塗
装
を
行
う
。

《
教
育
費
》

齋
賀
委
員　
小
学
校
総
務
費
の

使
用
料
の
増
額
要
因
は
。

椿
総
務
学
校
係
長
　

各
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
わ
る
使
用
料
は
、

小
学
生
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
新
聞

を
導
入
す
る
た
め
、
増
額
し
た
。

齋
賀
委
員　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
整
備
事
業
５
百
92
万
２
千
円

は
、
機
械
の
入
れ
替
え
な
の
か
。

田
村
教
育
次
長
補
佐　
現
在
使
用

中
の
機
器
を
更
新
す
る
。

植
村
委
員　
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
光
熱
費
が
昨
年
よ
り
減
額

し
た
要
因
は
。

岩
田
社
会
教
育
係
長　
来
年
の
５

月
ま
で
は
国
の
補
助
が
あ
る
た

め
減
額
し
た
。

◎
総
括

齋
賀
委
員　
任
意
予
防
接
種
は

公
費
助
成
だ
が
、
町
税
等
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
も
公
費
で
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

島
田
保
健
福
祉
課
長　
滞
納
が
あ

っ
て
も
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

齋
賀
委
員　
町
政
執
行
方
針
に

強
い
農
業
の
支
援
範
囲
の
拡
充

等
の
検
討
を
進
め
ま
す
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
図

る
の
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
に

支
援
の
検
討
結
果
が
出
る
の
か
。

野
々
村
町
長　

補
助
金
額
等
の

上
限
や
回
数
な
ど
、
制
限
の
見

直
し
や
、
生
産
基
盤
の
再
整
備

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
、
こ
の

事
業
を
更
に
良
く
す
る
よ
う
な

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。
持
続

的
に
長
く
営
農
で
き
る
よ
う
考

え
た
い
。

齋
賀
委
員　
教
育
行
政
執
行
方

針
に
あ
る
町
民
が
利
用
し
や
す

い
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営

と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

青
木
教
育
長　

図
書
室
に
皆
さ

ん
が
興
味
あ
る
本
を
揃
え
た
り
、

漫
画
や
メ
デ
ィ
ア
の
本
を
取
り

入
れ
て
通
い
や
す
い
図
書
室
に

し
た
い
。

無
量
谷
委
員　

町
営
草
地
の
測

量
が
載
っ
て
い
な
い
が
、
売
却

に
向
け
て
測
量
を
し
な
け
れ
ば
、

話
が
進
ま
な
い
。
ど
の
く
ら
い

待
て
ば
い
い
の
か
。

新
野
産
業
建
設
課
長
補
佐　

全
地

売
払
い
を
基
本
に
各
利
用
組
合

の
組
合
長
と
意
見
交
換
を
し
た
。

今
後
農
業
者
か
ら
意
見
聴
取
し

た
い
。

深
澤
委
員　
秘
境
駅
の
管
理
を

地
元
で
受
け
な
い
場
合
、
廃
駅

に
な
る
の
か
。

野
々
村
町
長　

廃
駅
に
な
る
と

思
う
。

深
澤
委
員　
秘
境
駅
の
イ
ベ
ン

ト
で
来
て
、
宿
泊
者
以
外
の
人

が
町
内
の
宿
泊
施
設
に
集
ま
り
、

大
騒
ぎ
し
、
お
金
を
払
わ
ず
に

退
室
し
た
事
案
が
あ
っ
た
こ
と

を
町
長
は
ご
存
知
か
。

野
々
村
町
長　

聞
い
て
い
る
。

主
催
者
に
対
し
、
今
後
も
同
じ

よ
う
な
事
案
が
あ
れ
ば
応
援
で

き
な
く
な
る
と
厳
重
に
申
し
入

れ
し
て
い
る
。

深
澤
委
員　
集
落
支
援
活
動
運

営
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
金
の

支
出
に
つ
い
て
申
請
に
問
題
は

な
か
っ
た
の
か
。

岩
川
副
町
長　

町
で
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
集
落
支
援
事
業

と
内
容
が
合
っ
て
お
り
、
連
携

で
き
る
と
考
え
、
支
援
を
検
討

し
た
。

高
橋
委
員　
併
設
校
に
す
る
か

義
務
教
育
学
校
に
す
る
か
は
教

育
委
員
会
で
決
め
る
の
か
、
議

員
に
も
相
談
し
て
決
め
る
の
か
。

青
木
教
育
長　

最
終
的
な
決
定

権
は
教
育
委
員
会
と
な
る
。
議

員
及
び
町
長
、
副
町
長
に
説
明

し
、
合
意
の
の
ち
、
基
本
構
想

は
義
務
教
育
学
校
と
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
総
括

植
村
委
員　
町
長
の
執
行
方
針

の
中
に
、
令
和
12
年
度
を
目
途

に
全
道
均
一
化
が
図
ら
れ
る
と

う
た
わ
れ
て
い
る
。
我
が
町
の

保
険
税
の
影
響
は
。

野
々
村
町
長　

診
療
報
酬
の
掛

か
ら
な
か
っ
た
方
々
の
健
康
維

持
の
努
力
に
よ
り
掛
け
金
が
安

く
済
ん
で
き
た
こ
と
で
、
道
内

で
も
利
用
率
が
低
か
っ
た
。
そ

れ
を
平
準
化
に
持
っ
て
行
く
の

に
、
も
う
少
し
上
が
る
要
素
が

あ
る
。

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

◎
歳
出

高
橋
秀
之
委
員　

看
護
師
派
遣

業
務
に
つ
い
て
、
昨
年
２
名
分

で
、
半
年
９
５
０
万
円
の
予
算

が
、
今
年
１
千
３
７
２
万
円
に

な
っ
て
い
る
。
派
遣
期
間
は
い

つ
ま
で
な
の
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
昨
年
度
６

か
月
で
２
名
の
予
算
を
組
ん
だ

が
、
本
年
度
、
６
ゕ
月
３
名
の

派
遣
看
護
師
を
見
込
む
た
め
増

額
と
な
っ
た
。

◎
総
括

深
澤
委
員　
救
急
車
で
診
療
所

へ
運
ば
れ
た
後
の
転
院
・
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
要
請
等
の
判
断
・
体

制
に
つ
い
て
町
民
に
も
周
知
し

て
ほ
し
い
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

緊
急
医
療
体
制
の
周
知
徹
底
を

図
る
よ
う
努
力
す
る
。

高
橋
秀
之
委
員　

前
年
度
対
比

で
、
歳
入
は
34
％
減
り
、
歳
出

は
逆
に
２
．
５
％
増
え
て
い
る
。

歳
入
歳
出
均
等
に
な
る
よ
う
な

努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
歳
入
に
つ

い
て
は
、
入
院
患
者
、
外
来
患

者
と
も
に
減
少
傾
向
。
歳
出
に

つ
い
て
は
、
人
件
費
の
上
昇
に

よ
る
も
の
が
大
き
い
。

高
橋
秀
之
委
員　

経
営
改
善
に

何
が
１
番
と
考
え
る
か
。

古
草
診
療
所
事
務
長　
看
護
師
等

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
人
を
減
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